




























































































































学会雑誌j第78巻3号， 19850 8)， 82頁。
5 )場越智{アイルランドの反乱一白いニグロは叫ぶ .1，三省堂， 1970， 3]要。
6 )矢内原忠雄 fアイルランド問題の沿革J(r経済学論集.1， 1927年12月号)。
7 )堀越智，前掲謬， 4爽。
8 )平野義太郎「アイルランドにおける土地問題J(はま史科学.1， 1936年 5・6月
号)。
9 )堀越智，前掲舎， 4~5 変。
10)鈴木正四 f近代史における民族の問題J(絞史学研究会一九五一年度大会報告)。
















































米幾地改革の前提条件の形成-J (1経済志材、32寄付巻2号， 1976)， 30賞。













































































































ャ…テイズムとアイルランド人移渓ーロンドンを中心に J (r歴史学研究.1590， 
19890 2)。松井清「イギリスにおける移民社会の形成 (1880-1910)(上)ー沼ヨ














































































権 (TenantRight)，すなわち土地保有(借地)権の安定 (Fixityof 

































































































































































































































































26) ~至上修惰，前掲論文， 64-67:&。このように， 19t佐紀アイルランド人移民の社会
経済的背景については，大部分幾多量中心の一億的考祭にとどまっていた。日本;にお
いても， ~之の俄の意義業についての分析は，管見の限り，尾 i二修繕氏の上t~論文だけ
ではないかと忠、われる。
27)尾上修傷，前掲論文， 69賞。
II.むすびにかえて
小稿は， 19世紀のアイルランドにおける移民の社会経済的背景を，移畏と
「貧畏問題J，I土地問題」および「イギリス資本主義の再生産構造」との関
を中心として，日本における研究史を検討してきた。
ここで、は，むすびにかえて，以上に検討した研究史を争点耳目に要約し，今
20 
19世紀アイルランド人移民の社会経済的背設について
後の研究課題を検討したい。
まず¥移民と f貧民問題」を関連して，大凶作，飢餓はたしかにアイルラ
ンド人の対外移設を促す直接的契機にはなったが，それはけっして対外移畏
の根本的な要臨ではなかったという点と， 19世紀アイルランド人移民の社会
経済的背景を「貧民問題」と関連して見る捺，いくつかの間題点が指摘され
た。
さて， 19世紀中葉以前のアイルランドの土地所有と19世紀中葉以降の地主
的「土地清掃」過裂を考察して， r土地問題」と移民問題との関連性，アイル
ランド、土地問題の焦点についての諸研究を検討してきた。
また，イギリス資本主義のアイルランド経済に対する影響が，アイルラン
ド経詩の構造を歪めることを還して，如何にアイルランド農業に影響したか，
それと問時にアイルランドにおいてイギリスの罰際分業を中心に，移畏とfイ
ギリス資本主義の再生産構造」との関連に対する研究史を検討した。
このような研究史の整理に基づいて，今後の研究課題を挙げておきたい。
その第ーには，移民の発生形態を分析する擦に，地域，髄層，年代別琵異
を顧慮、しなければならないということである。とりわけ，地域区分の問題を
中心に据え，比較地域史的分析をすることが肝要であろう。つまり1St世紀以
後のアイルランドは，イギリスによる横民地支配の影響そ受け，アングロ・
サクソン的要所が比較的浸透した東部二先進地帯と，在来の伝統的要所が残
した西部=後進地帯とのニ地域に大きく分けられる。反面，現代のアイル
ランドに限を向けても，この地域的差異のもたらす問題は極めて重要である。
周知の f北アイルランド紛争Jは，アルスター地方策部に位援する六つのカ
ウンティ…がアイルランドから分離し，イギリス連合王国を形成しているこ
とに原田があるが，これは，かかる地域がイギリスの植民によってアングロ・
サクソン的特徴を持った社会になったことと関係する。横民地以来形成され
たアイルランド内の対照的性格は，今日に宝るまでこの国の歴史の歩みを大
きく境定してきたと言えよう。
には，移民の形態の問題である。アイルランド人の移設は，イギリス
やアメリカへ(半)永住する形態と，夏場にイギリスへ一時的に渡る季館移
民ニ手稼ぎとのこつの形態が存在した。記者が主として大都市の工業地帯へ
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流入したのに対し，後者は主として農業労働者層を形成したのである。日本
では，その研究対象は主として永住移民を扱っており，もう一方の季節移畏
については，明らかにするべき点が多く残されているように思われる。
には， 19世紀アイルランド人移民の社会経済的背景をイギリス
議の再生産構造と関連して解明する際，国諜分業の側屈だけでなく国際投資，
国諜移民の街からそれを総合的に検討するということである。
には，非経済的要因の検討として，特に宗教，政治，文化的側面にお
いての再検討が必要なことである。
最後に，序文で述べたように，日本における 1960年代以後の研究は，そ
の前に比して，現実との関連での検討が比較的薄いように思われる。したが
って， I国擦労働力移動と外国人労働者問題」という視角で，アイルランド人
移民鍔題を再検討し，またそれを相対化させ，日本における f植民地下，朝
鮮人の労働力移動Jを見る認識論を新しく構築することがこれからの課題だ
と思われる。
(1991年5月22日成稿)
〔追記〕本稿の作成にあたって，長野選先生の御指導をはじめ，前川雅夫
氏，資料の閲覧を許された佐費大学経済学部の研究事務室の諸氏に御感謝申
し上げたい。また，日本官学の機会を聞いて頂いた韓国の全南大学校の朴光
にも心から御礼を申し上げる。(金 受祭)
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